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研究成果の概要（和文）：水田の作付形態による猛禽類を指標とした生物多様性の保全機能向上において，水田が耕作
放棄等によりヨシ原になることでチュウヒの営巣地となること，ヨシ原は地上性哺乳類等の食害リスクが低くなるよう
な水深が保たれた湿地が重要であることが示された。また，サシバの育雛期とサシバの餌動物であるカエル類の水田で
の出現時期の一致やトカゲ類の生息，サシバの巣立ち後のバッタの発生など稲作としての水田と畦畔の草地環境の重要
性が示された。

研究成果の概要（英文）：We investigated the use form of the rice field where a conservation function of 
the biological diversity which assumed raptores an index improved.　When rice field is abandoned, marsh 
harrier becomes reed beds who can build a nest. The marsh where the depth of the water with a few feeding 
damage risks such as ground mammals was kept is important to reed beds. The condition that an Gray faced 
buzzard decides a breeding place needs agreement of the nestling period and the appearance time of the 
bait, the habitation of the lizard, the habitation of the grasshopper after fledging period.　 A rice 
field being cultivated and existence of the grass of the ridge are important.

研究分野： 保全生物学

キーワード： 生物多様性　耕作放棄地　サシバ　チュウヒ　水田の作付形態
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１．研究開始当初の背景
水田を含む農耕地は様々な陸水環境を内

包する農的土地利用がモザイク状に配置さ
れ，それらが立体的構造を有していることか
ら，極めて生物多様性が高い空間である。そ
の一方で，開発による面的な減少と水田転作
や耕作放棄等の質的な劣化の進行に伴い，そ
の生物多様性維持機能は減少してきており，
今や日本における絶滅危惧種の約
里山に集中する事態を招いている。

農耕地をおもな生息地とするノスリはサ
シバと同所的に生息する場合があるが，水田
を転作した畑地や休耕地などの乾いた農耕
地も利用する。また，チュウヒは高径草本を
主体とする湿地を生息地とし，時に水田が耕
作放棄，あるいは転作によりヨシ原となった
環境を利用することがある。
このように，水田の作付形態によって利用

する猛禽類の種が変わるがその実態は明ら
かにされておらず，生物多様性向上に寄与す
る水田の作付形態についての検討は不十分
である。

 
２．研究の目的
 水田やそれを転作・休耕した農耕地を利用
する猛禽類を対象とし，そ
農耕地の構造と機能を生態学的に評価し，生
物多様性向上に寄与する水田の作付形態に
ついて，野外実験的手法を導入することで，
現実的な水田利用の視点からの提案と検証
を行なう。
（1）
外観察で得られる詳細情報を取得し，環境利
用の実態を定量的に把握すること。
 
（2）
その中の営農状況等について把握すること
 
（3）
ルを作成し，行動圏内における各土地利用割
合による本種の利用確率を求め，それが向上
する水田
の割合を推定し，その提案と検証を行なうこ
と。 
 
３．研
（1）チュウヒの狩場選択
 秋田県
ヒの繁殖地である農耕地において
り「狩り飛行」と，獲物を襲う行動の「
試行」を記録した。
は，景観的な特徴に応じて，水田，幹線用水
路，小用水路・農道，支線排水路，小排水路，
麦畑，大豆畑，牧草地，ヨシ原，樹林地およ
びその他のカテゴリに分類した。
 チュウヒの狩り場環境の選択性は，
法によって推定した。
定のため，チュウヒの主要な餌動物である
ズミ類，カエル類および鳥類
度調査，コドラート法による植生構造調査，
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平均距離が短いことが示された。選択的な狩
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